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要  旨  

 

歯科医療の目標 として審美性の維持 ，回復は口腔機能を健康に保つこと

と共に重要な要素である．この歯科審美において重 要な要素は形態 ，歯列 ，

色調であるが，とりわけ理想的な切歯の形態は最重要要素のひとつである．そ

こで歯科矯正治療によって得 られた個性正常咬合の上顎中切歯 ，側切歯 ，

犬歯に着目し，前歯のプロポーションについて一般的に理想といわれる黄金比

（ゴールデンプロポーション）と異なる知見を得たので報告する．  

日本矯正歯科学会専門医を有する矯正歯科専門医院を受診し，初診時

診断で ANB2～4 °を示す骨格的に問題の認められない An gleⅠ級不正咬合

と診断され矯正歯科治療を終了し，個性正常咬合を獲得した成人女性患者

161 人 （平均年齢 32 歳 ）を対象とした．計測には通常の治療前後の資料に合

わせ採得した上顎前歯部歯列の写真を用いた．写真はコントラスター (YDM,  

Tokyo)と口角鉤  ( YDM ,  Tokyo)を用い上顎歯列のみの正面観を抽出し一眼

レフカメラ（Canon  E OS X7i ,  Canon ,  Tokyo），レンズ (Canon  Le n s ,  T ECHNO 

DCC -GP/DUW,  Cano n ,  Tokyo)  を用い規格撮影を行った．得 られた資料を

3 .8 倍に拡大し中切歯 ，側切歯 ，犬歯の歯冠幅径について臨床経験 ５年以

上を有するもの３名によって計測した．  

正面から撮影した上顎歯列を抽出した二次元像 3 .8 倍大写真より中切歯，

側 切歯 ，犬 歯 の形態の歯冠幅径 を計測 した結 果 ，平 均値 において中切歯

32 .48 mm，側切歯 23 .83 mm，犬歯 19 . 90ｍｍであった．前歯のプロポーション

は側切歯を１とした場合，中切歯は 1 .36，犬歯幅径は 0 . 84 であった．解剖学

的幅径の比率は側切歯，犬歯 ，中切歯の順に大きくなることは一般的な認識

である．しかしながら，前歯の調和性は実際の歯の幅径ではなく，正面から二

次元的にみた場合のプロポーションであり実際の幅径とは異なり歯列弓形態 ，

歯軸の影響が大 きく影響すると考 えられる．正 面から撮影 した上顎歯列を抽

出した二次元像 3 . 8 倍大写真より中切歯 ，側切歯，犬歯の形態の歯冠幅径

を計 測 した結 果 ，前 歯 のプロポーションは側 切 歯 を１とした場 合 ，中 切 歯 は

1 .36，犬歯幅径は 0 .8 4 であった．特に中切歯と側切歯のプロポーションは 1 対

√2 と日本で古くから美しい比とされる白銀比 （大和比 ・シルバープロポーション）
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に近似した値であった．  

今回の研究結果から日本人における矯正歯科治療後の前歯部プロポーシ

ョンにおいて切歯は白銀比に近い値が得 られた．このことから一般的に理想 と

いわれる黄金比は欧米人 （コーカソイド，Caucaso id ）に当 てはまることはあるも

のの日本人 （モンゴロイド，Mongolo id ）における前歯部配列 においては白銀

比が理想的な切歯のプロポーションであることが示唆された．  
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緒  言  

 

 歯科医療の目標は口腔機能の回復と健康維持であるが，近年では美しいス

マイルや前歯の見た目の美しさなど審美性の改善も歯科治療の重要な目的と

なっている．日本歯科審美学会では，歯科審美学とは，顎口腔系における形

態美 ・色彩美 ・機能美の調和を図り，人々の幸福に貢献する歯科医療のため

の教育および学習に関する学問体系であると定義している 1 ）．  

この歯科審美において重要な要素は形態 ，歯列，色調であるが，審美歯科

においてスマイルを行ったとき，口元と歯が美しく見えるためにはどのようにすべ

きかを考慮するスマイルデザインが必要となる．その中でとりわけ理想的な前歯

の形態，プロポーションは最重要要素のひとつであり，審美歯科治療の成否を

決定するといわれている 2 ）．更に言及するならば歯科矯正治療の目的は個性

正常咬合の獲得であり，この個性正常咬合の重要要件として美しいスマイル

や歯科審美が関連することに異論を唱えるものはいないと思われるがいまだ不

明な点が多い．   

このスマイルデザインに審美歯科の手法は必須であることから本研究では，

歯科矯正治療によって個性正常咬合を獲得した患者の上顎歯列より抽出し

た像から中切歯 ，側切歯，犬歯のプロポーションに着目した．上顎前歯部のプ

ロポーションは欧米人では黄金分割比率 （ゴールデンプロポーション，以下黄

金比 ）を示すプロポーションが広 く一般的といわれている．黄金比とは古代ギリ

シャの時代から時代を越えて最も調和的で美しいとされる一定の法則であり小

さい部分 「1」に対して大きい部分は近似値で「1 .618」となるといわれ 3 ），この法

則が前歯の審美形態にも適応するといわれている 4 - 6 ）．すなわち上顎側切歯を

1 .0 とした場合，中切歯が 1 .618，犬歯が 0 . 618 の比率となることが望ましいとい

う法則であるが矯正歯科医は黄金比を考慮し歯の配列を行っているかは疑問

があり，更には上顎前歯部の審美的客観指標に黄金比を用いてよいものかに

ついても様々な議論がある．また前歯のプロポーションは実際の歯の幅径では

なく，正面からの二次元投影図であるが，このプロポーションは前歯のアンジュ

レーションや歯列弓の形態によって変化することが知られている 7 ）．  

そこで歯科矯正治療によって得 られた個性正常咬合の上顎中切歯 ，側切
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歯 ，犬歯の幅径を計測 ，検討 し理想的な前歯のプロポーションについて知見

を得たので報告する．  

 

資料及び方法  

 

 被 験者は日本矯正歯科学会専門医を有する矯正歯科専門医院 （東京都 ）

を受 診 し，初 診 時 診 断 で ANB2～ 4 °を示 す骨 格 的 に問 題 の認 められない

An gl eⅠ級不正咬合 と診断された後 ，マルチブラケット装置を使用した矯正歯

科治療を終了し個性正常咬合を獲得した成人女性患者 161 人 （平均年齢

31 歳±1 5 歳 ）を対象 とした．対象症例の前歯部には歯冠修復等の補綴治療

を施していないことを確認し，資料採得にあたり事前に本研究の意図について

説明し同意を得ている．  

 計 測 には通常の矯正歯科治療前後の資料に合わせ採得 した矯正歯科治

療終了後の上顎前歯部歯列の二次元写真像から抽出した中切歯 ，側切歯 ，

犬歯を用いた．写真撮影に際 し上顎歯列背面にコントラスター  (Con t r a s t e r,  

YDM,  Tokyo)  ，あるいは自作の黒紙と口角鉤  (YDM,  Tokyo)を用いて上顎

歯 列 のみの正 面 観 を抽 出 し歯 科 用 口 腔 内 撮 影 用 一 眼 レフデジタルカメラ

（Canon  E OS X7i ,Tokyo ），レンズ (Can on  Lens ,  T ECHNO DCC -GP/DUW,  

Tokyo)  を用い規格撮影を行った（図 1）．  

上顎前歯部歯列のみを抽出した口腔内規格写真撮影に際し患者の口腔

内に合ったサイズの口角鉤を用い口角鉤を引 く際に口元に力 を入れないよう

に指示し，可能な限り広げることで口腔前庭と上顎歯列を撮影範囲が狭 くなら

ないことを心掛けた．撮影時はカメラのレンズが咬合平面の延長線上に位置す

るように構え上顎歯列正中が中央となり咬合平面と垂直になるように撮影を行

った．同一条件で撮影し得られた二次元投影図を横幅 18c m となる様に拡大

した．  

本研究では，上顎歯列 より抽出 した二次元投影図から中切歯 ，側切歯 ，

犬歯の幅径の計測を行い上顎側切歯 1 .0 とした場合の中切歯と犬歯の比率

を調査したため，実測値ではない．また二次元投影図を誤差なく正確に計測

するために三倍以上の拡大を目安 とした．従 って拡大率に大 きな意味はない
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が，同日に採得した上顎歯列模型と横幅 1 8cm に拡大した二次元規格写真

の中央に位置する中切歯が最も誤差が少ないと考え，無作為に抽出した 10

症例の模型と写真から約 3 .8 倍の拡大率であった．拡大した二次元投影図よ

り両側中切歯 ，側切歯 ，犬歯の各歯コンタクトポイントから咬合平面に垂線を

引き電子デジタルノギス（NSX MAX -CAL,  J apan  Mic romete r  MF G.  Co . ,  L td ,  

Hyo go ）を用 いて左右中切歯 ，側切歯 ，犬歯 ６歯の近遠心歯冠幅径を小数

点第二位まで計測した．計測は臨床経験 ５年以上を有するもの３名がおのお

の三回測定し，平均値を算出した．  

二次元投影図 より得 られた中切歯 ，側切歯 ，犬歯の幅径を審美的客観指

標に用いられている黄金比 と日本で古 くから美 しい比 とされる白銀比 （シルバ

ープロポーション，大和比 ，以下白銀比 ） 3 ）を用いて分布を調査した．すなわち

黄金比 （1：1+√5/2）を用いた場合，側切歯 「1」に対して中切歯 「1 .618」，側切

歯 「1」に対 して犬歯 「0 .618」となり，白銀比 （1：√2）を用いた場合 ，側切歯 「1」

に対して中切歯 「1 .41 4」，側切歯 「1」に対して犬歯 「0 .7 07」となる（図 2）．  

対照群としてドイツ・ミュンヘン在住の歯科医師 Dr. J an  Ha j to の欧米人デー

タに大畠一成氏が解説を加えた書籍 より同様の方法で撮影 された上顎前歯

部歯列の二次元的投影図があり欧米人女性 32 人のデータを日本人女性デ

ータと同様の方法で計測し 8 ）．資料計測にあたり著者に対して本研究の意図

について説明し同意を得ている．また資料について前歯部に歯冠修復等の補

綴治療を施していないことは確認することが出来たが，資料採得時年齢，歯科

矯正治療の有無，歯冠幅径の実測値などについて知ることは出来なかった．  

 

結  果  

 

矯正歯科治療を終了 し個性正常咬合を獲得 した成人女性患者 161 人

（平均年齢 32 歳±15 歳 ）の上顎歯列のみ抽出した 3 .8 倍大二次元投影図よ

り両側中切歯 ，側切歯 ，犬歯 の歯冠幅径 を計測 した結果 ，平均値において

中切歯 32 .48 mm，側切歯 23 .83 mm，犬歯 19 .90  mm であった．前歯のプロポ

ーションは側切歯を 1 とした場合，中切歯は 1 .36，犬歯幅径は 0 .8 4 であった．

対照群として計測した欧米人における前歯のプロポーションは側切歯を 1 とし
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た場合，中切歯は 1 .5 1，犬歯幅径は 0 .79 であった（表 1）．  

更に詳細な分布を知るうえで審美的客観指標に用いられている黄金比 （1：

1+√5/2）と日本で古 くから美しい比とされる白銀比 （1：√2）を用いて日本人 ，欧

米人の分布を調査した．上顎中切歯 と側切歯の比率は黄金比 「 1 .618 」を含

む 1 .57～1 .66，白銀比 「1 .414」を含む 1 .3 7～1 .46 の 2 つを含む 1 .17～1 .76

までを 6 つに分けた（図 3，表 2）．同様に上顎側切歯と犬歯の比率は「0 .6 18」

を含む 0 .57～0 .66，「0 .707」を含む 0 .67～0 .76 の 2 つを含む 0 .57～1 .06 まで

を 5 つに分けた（図 4，表 3）．  

 その結果 ，上顎側切歯に対する中切歯で黄金比 「1 .61 8」を含む 1 .57～1 .6 6

に含 まれた日 本 人 は 1 .9％のみであり欧 米 人 は 21 .9％と大 きく ，白 銀 比

「1 .414」を含む 1 .37～1 .46 に含まれた日本人 38 .5％に対して欧米人 25 . 0％と

少なかった．日本人はこの白銀比 「1 .4 14」を含む 1 .37～1 .46 が最も多 く，欧米

人は黄金比と白銀比の中間に位置する 1 . 47～1 .56 が 4 0 .6％と最も多かった

（図 3，表 2）．  

上顎側切歯に対する犬歯では黄金比 「0 .6 18」を含む 0 .57～0 .6 6 に含まれ

た日本人は僅かに 0 . 6％で欧米人も 6 .3％と少なかった．白銀比 「0 .707」を含

む 0 .67～0 .76 に含まれた日本人 19 .3％に対して欧米人 34 .4％と共に黄金比

より多かった．日本人 ，欧米人共に白銀比 より大 きい 0 .77～ 0 .8 6 が日本人

47 .2％，欧米人 37 .5％と最も多かった（図 4，表 3）．  

解剖学的歯冠幅径について上顎前歯部歯列の二次元投影図と同時に採

得した口腔内模型より電子デジタルノギスを用いて実測値を計測した．平均値

は上顎中切歯 8 .4  mm，側切歯 6 .84 mm，犬歯 7 .64 mm であった．同部位を計

測した先人のデータについて計測方法はそれぞれ異なるものの上顎中切歯，

側切歯，犬歯の計測値の比較を表 4 に示す 9 - 1 2 ）．この結果をもとに実測値に

おいても側切歯を 1 .0 として中切歯，犬歯の比率を算出したところ，中切歯，

側切歯，犬歯の順で 1 .23 :1 .0 :1 .12 であった．先人のデータも同様に算出する

と大坪 9 ）は中切歯，側切歯，犬歯の順で 1 .24 :1 .0 :1 .1 5，小野 1 0 ）は中切歯，

側切歯，犬歯の順で 1 .20 :1 .0 :1 .1 5，Hanih a ra
1 1 ）は中切歯，側切歯，犬歯の

順で 1 .21 :1 .0 :1 .12，F ernandes
1 2 ）は中切歯 ，側切歯，犬歯の順で

1 .24 :1 .0 :1 .14 であった．  
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 欧米人の実測値は上顎中切歯 8 .41 ㎜ 1 1 ），8 .40 ㎜ 1 2 ），側切歯 6 .51 mm
1 1 - 1 2

），犬歯 7 .57 mm
1 1 ），7 . 54 ㎜ 1 2 ）で日本人同様に比率を算出すると Haniha ra

1 1

）は中切歯 ，側切歯，犬歯の順で 1 .29 :1 .0 : 1 .16，Fernan des
1 2 ）は中切歯，側

切歯，犬歯の順で 1 .2 9 :1 .0 :1 .16 であった．  

 

考  察  

 

 古代ギリシャの時代から最も調和的で美しいとされる黄金比は小さい部分

「1」に対して大きい部分は近似値で「1 .618」となるといわれている．特にレオナ

ルド・ダ・ヴィンチの男性裸体画や古代ギリシャ・ローマの建造物であるパルテノ

ン神殿などはその比率にあるといわれており有名である 3 ）．時代を越えて美しい、

心地よいと感じるものにはある一定のルールがあり、顎顔面領域において歯科

審美の観点からも黄金比は多くの場所で用いられている 1 3 ）．これは顔貌と歯と

のバランスを黄金比という自然の法則に従って説明することで患者への説明に

おいても有用だからである 1 4 ）．この黄金比を用いて魅力的な笑みの指標として，

目の幅 「1」に対して上顎左右側第一小臼歯頬側面間が「1 . 618」となるや下

顎四切歯全幅 「1」に対して上顎左右犬歯間尖頭間 「1 .618」となるなどが挙げ

られる 5 ， 1 1 ）．欧米人では特に上顎前歯部のプロポーションに黄金比を示すプ

ロポーションが広 く一般的であるといわれている．すなわち上顎側切歯を 1 .0 とし

た場合，中切歯が 1 .6 18，犬歯が 0 .618 の比率となることが望ましいということで

ある 4 - 6 ）．Ric ke t t s は 1 .0 対 1 .618 の計測を容易に行うことが可能となる Golden  

Divide r を考案し顔のバランスや隣接している歯の比率がこの黄金比という調

和の原則に基づくことが重要であると述べている 5 ）．しかし，矯正治療だけで顔

貌を変化させ黄金比に導くことは難しい 1 5 ）．その点では黄金比を用いて上顎

側切歯を 1 . 0 とした場合，中切歯 「1 .618」，犬歯 「0 .61 8」とすることは審美的客

観指標になり得る．この仮説を裏付ける様に Levin は中切歯，側切歯，犬歯

の正面観幅径の比は 100：62：38 となり，中切歯 ：側切歯 :犬歯は 1 .612：1：

0 .612 とほぼ黄金比に近い値が得られたとしている 6 ）．  

一方，島田らは天然歯の形態を把握する上で正常咬合を有する歯列模型

を歯科用コーンビーム CT で撮影し，歯冠長径と幅径を計測している 1 6 ）．その
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際，前歯部を真正面からみた場合の幅径の比率を視覚的歯冠幅径の比率と

して算出しており，上顎中切歯，側切歯 ，犬歯の順に右側 1 .38：1：0 .89，左

側 1 .46：1：0 .8 7 となり，中切歯と側切歯間で白銀比 「1 .41 4」に近い値になった

と述べている 1 6 ）．白銀比とは日本で古くから美しい比とされているもので，古 く

は法隆寺の五重の塔などの日本の建築物や大学ノートやレポート用紙に用い

る A4，B5 などに使われている 3 ）．  

今回計測を行った歯の形態は正面からみた二次元投影図であり歯列弓形

態，歯軸が大きく影響し，前歯のアンジュレーションや歯列弓の形態によって

変化したためと思われた 1 7 ）．島田らは個性正常咬合を有する女性の模型を

CT で撮影し計測を行い，視覚的歯冠幅径として結果を示している 1 6 ）．今回

は上顎前歯部を正面からみた二次元投影図を計測し，前歯のプロポーション

は側切歯を 1 とした場合，平均値において中切歯幅径は 1 .36，犬歯幅径は

0 .84 であった．島田ら 1 6 ）と計測方法の相違 、矯正治療の有無などは未知であ

るが個性正常咬合を有する女性という点に置いて得られた結果は近似してい

ると考えられた．更に歯科審美を考慮した矯正歯科医が治療を行った今回の

結果は二次元投影図の計測から上顎中切歯と側切歯で黄金比 「1 .618」を含

む 1 .57～1 .66 に含まれた日本人は僅かに 1 .9％に対して白銀比 「1 .414」を含

む 1 .37～1 .4 6 に含まれた日本人は 38 .5％と最も多 く，それより少 し小さい 1 .27

～1 .36 の 36 . 6％を加えると 4 分の 3 がこの範囲に含まれた．これは日本人にお

ける切歯 （中切歯と側切歯 ）のプロポーションが白銀比 「1 .414」を示めす裏付

けといえる。この結果から日本人の前歯部配列において特に切歯 （中切歯と

側切歯 ）のプロポーションに白銀比 「1 . 414」が審美的客観指標になりうると考

えた（図 5）．今後は患者，あるいは第三者によるアンケート調査などを実施し

切歯のプロポーションに白銀比が審美的客観指標になりうるかを更に検討して

いきたい．  

対照群 として計測 した欧米人における前歯のプロポーションを二次元投影

図から計測した結果 ，側切歯を 1 とした場合 ，中切歯は 1 .51，犬歯幅径は

0 .79 であり，日本人と比較し中切歯は大きく，犬歯は小さかった．上顎中切歯

と側切歯で黄金比 「1 . 618」を含む 1 .5 7～1 .6 6 に含まれた欧米人は 21 .9％と日

本人より遥かに多かったが欧米人において最 も多かったのは黄金比 と白銀比
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の中間に位置する 1 . 47～1 .56 で 40 .6％とあった．欧米人において切歯 （中切

歯 と側切歯 ）のプロポーションが黄金比 「 1 .618 」を示 した場合 ，側切歯から犬

歯に掛けて急激に歯の位置が口蓋側に認められ，歯列弓が狭 くなっており審

美的客観指標になりうるとは考えにくかった（図 6）．更に側切歯と犬歯の関係

において黄金比 「0 .61 8」を含む 0 .57～0 .66 に含まれた欧米人は 6 .3％と少なく

日本人は 0 .6％とほとんど認められなかった．  

上顎側切歯と犬歯の関係は日本人，欧米人共に白銀比より大きい 0 .77～

0 .86 が日本人 47 .9％，欧米人 37 .5％で最も多かったがアンジュレーションや歯

列弓の形態 と共にグラデーションやバッカルコリダーの影響等 もあるかと思 うが

その明確な理由は不明であった．  

P r e s ton によれば側切歯と中切歯が 1：1 .61 8 の黄金比にあてはまるものはわ

ずか 17％で側切歯と犬歯が 1：0 .6 18 の関係を示したものを見つけることは出来

なかったと述べている 1 8 ）．Mahsh id らによれば上顎側切歯と中切歯が黄金比

に当てはまるものは 20 .2％，上顎犬歯と側切歯が黄金比に当てはまるものは

3 .6％であった述べている 1 9 ）．今回計測した欧米人の結果によれば上顎側切

歯と中切歯が黄金比に当てはまるものは 2 1 . 9％，上顎犬歯と側切歯が黄金比

に当てはまるものは 6 . 3％という値は Mahsh id らに近いが今回計測した日本人

の結果には当てはまらなかった．  

そこで解剖学的歯冠幅径について計測を行った。解剖学的歯冠幅径は上

顎中切歯 8 .4 ㎜，側切歯 6 .84 mm，犬歯 7 .64 mm と側切歯，犬歯，中切歯の

順に解剖学的歯冠幅径は大きくなく，これは一般的な認識通りであった．側切

歯 1 .0 とした場合の中切歯 ，犬歯の比率を調べたところ，中切歯 ，側切歯，犬

歯の順で 1 .23 :1 .0 :1 . 12 であった．先人の日本人における解剖学的歯冠幅径

の調査結果を同様に側切歯 1 . 0 とした場合の中切歯，犬歯の比率を調べたと

ころ，中切歯，側切歯 ，犬歯の順で大坪 6 ）は 1 .24 :1 .0 :1 .15，小野 7 ）は

1 .20 :1 .0 :1 .1 5，Hanih a ra
8 ）は 1 .21 :1 .0 :1 .12，Fernandes

9 ）は 1 .24 : 1 .0 :1 .14 とな

り，中切歯は 1 .2 0～1 . 24，犬歯は 1 .1 2～1 .1 4 の範囲と近接しており，今回の

結果においてもこの範囲にあった．Haniha ra
8 ），Ferna ndes

9 ）による欧米人の解

剖学的歯冠幅径を同様に側切歯 1 .0 とした場合の結果は共に中切歯 1 .29，
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犬歯 1 .16 となり，日本人の結果と比較し若干大きい比率となったが日本人，

欧米人共に大差は無かった．  

以上の結果から，上顎前歯部のプロポーションにおいて実測値で大きな差

異を認めなかったにも関わらず二次元投影図から得られた日本人と欧米人の

結果が異なった理由として，顔面形態，歯列弓形態の違いなどの要因が考え

られた．顎顔面形態，歯列弓形態を考慮した場合，日本人を含む多くのアジ

ア人はモンゴロイド（M ongolo id，以下モンゴロイド）であり頭蓋の横幅が大きい

短頭型で奥行きが小さく，U 字型 （方円型 ）の歯列弓を有し筋力の発現効率

が良好であるが中下顔面の発育は強くない特徴を持つ．一方，欧米人すなわ

ちコーカソイド（Caucas o id，以下コーカソイド）は，頭蓋の横幅が小さい長頭型

で奥行きが大きい，V 字型の歯列弓を有し，奥行きが長 く，楕円形をしており

中顔面の発育が良好な特徴を示す 2 0 ）．これにより日本人 （モンゴロイド）の中

切歯，側切歯のプロポーションは白銀比に近い値となり，切歯 （中切歯，側切

歯 ）のプロポーションは審美的指標となり得ることが示唆された．一般的に前歯

部のプロポーションにおいて理想といわれる黄金比が欧米人に当てはまったも

のはコーカソイドにみられる長頭型 ，V 字型歯列弓などの顎顔面形態，歯列弓

形態が影響しているものと思われた．  

今後は個性正常咬合を獲得した欧米人の歯列弓形態を調査することで日

本人 （モンゴロイド）と欧米人 （コーカソイド）の審美的指標について更に検討を

加えたい． 

 

結  論  

 

今回の研究結果から日本人において矯正歯科治療後の上顎前歯部配列

において切歯 （中切歯 ，側切歯 ）のプロポーションは白銀比に近い値が得られ

た．このことから上顎前歯部配列において一般的に理想 といわれる黄金比は

欧米人 （コーカソイド）に当てはまることはあるものの日本人 （モンゴロイド）では，

白銀比が理想的な切歯のプロポーションであり審美的指標 となり得 ることが示

唆された．  
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コントラスター：Contraster （YDM製） 

手製の黒紙製 

図1 上顎前歯部二次元投影図撮影，計測方法 



 
黄金比（ゴールデンプロポーション、1：1+√5/2） 

 中切歯：側切歯：犬歯  /  1.618： 1 ：0.618 

 
白銀比（大和比、シルバープロポーション、1：√2） 

 中切歯：側切歯：犬歯   /   1.414 ： 1 ：0.707  

 

図2 黄金比、白銀比 3） 
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0.96 1 1.41 1.41 1 0.92 

図5 日本人における白銀比に近い前歯部プロポーション 



0.78 1 1.53 1.62 1 0.72 

図6 欧米人における黄金比に近い前歯部プロポーション 8） 



部 位 比 率 （日本人） 比 率 （欧米人） 

中切歯 1.36 1.51 

側切歯 1 1 

犬歯 0.84 0.79 

表1 日本人、欧米人8）における上顎中切歯、側切歯、犬歯幅径比率 



両側の平均のグループ分け（％） 

中切歯/側切歯 日本人 欧米人 

1.16～1.26 14.3 0 

～1.36 36.6 3.1 

～1.46 38.5 25.0 

～1.56 8.7 40.6 

～1.66 1.9 21.9 

～1.76 0  9.4 

表2 日本人と欧米人の二次元像抽出上顎中切歯、側切歯比率（％） 



両側平均のグループ分け （％） 

犬歯/側切歯 日本人 欧米人 

0.57～0.66 0.6 6.3 

～0.76 19.3 34.4 

～0.86 47.2 37.5 

～0.96 24.8 18.8 

0.96～1.06 8.1 3.1 

表3 日本人と欧米人の二次元像抽出上顎側切歯、犬歯比率（％） 



解 剖 学 的 幅 径  (mm） 

女性 日本人:Japanese 欧米人：Caucasian 

  矢ヶ﨑  大坪 小野 Hanihara Fernandes Hanihara Fernandes 

中切歯 8.40 8.24 8.53 8.50 8.36 8.41 8.40 

側切歯 6.84 6.64 7.09 7.00 6.74 6.51 6.51 

犬歯 7.64 7.65 7.81 7.84 7.70 7.57 7.54 

表4 上顎中切歯、側切歯、犬歯の解剖学的幅径（日本人、欧米人9-12） ） 


